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熱可塑性エラストマーを用いた、模擬手術可能な

気管支 3D プリントモデル作製 

研究グループ代表者 呼吸器外科 准教授 羽藤 泰  
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研究概要 

術前 CT の DICOM ファイルから、ラバー様素材（熱可塑性エラストマー）を用いて気管支モデルや肺区域モデルを

作製し、手術に役立てる研究である。柔軟性に富む素材を出力可能な特殊なプリンターを使用しており、いまのとこ

ろ他の機種では利用できないモデルである。現在、より高精度の 3D モデルデータを得る方法や、プリントされたモデル

の凸凹軽減の改良に取り組んでいる。すでに手術モデルとして使用しているが、今後はマルチカラー素材の出力にもチ

ャレンジしたい。 

 

得意な技術（ノウハウ） 

切断、縫合が可能な 3次元軟性モデルの作製 

患者の DICOM ファイルから作成するので、case by case での対応が可能 

 

    左肺モデルの例                    気管支モデルの縫合の例 
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